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１．はじめに 
「医用電気機器への電波の影響を防止するた

めの携帯電話端末等の使用に関する指針」が厚労

省局長通達として平成 9年 4月全国に通知された。
その中で手術室や ICU では、携帯電話の持込禁
止，PHSの電源切などの指針が示され、その後の
CDMA などの新通信方式を含めた見直し調査を
経ても同指針の内容は変わらず維持されるべき

ものとされてきた。それに対し、ここ数年来院内

通信システムとしての携帯電話や PHS の活用が
拡大しつつあり、いわば指針に反する状況が医療

機関の責任で施行されている。この様な院内の状

況に対し、特定区域内では移動通信を不可能にす

る通信機能抑止装置が医療現場用に改定された。

本報告ではその有効性と医療機器への無障害性

を実験的に検討した結果を提示する。 
２．方法 
携帯電話等機能抑止装置テレポーズ ME(最大

20mW, 携帯電話，PHS の全周波数対応)を使用。
医療機器としては、以前のテレポーズによる電波

で可逆的不具合事象を招来した 7機種(Table 1参
照)を選定した。テレポーズ ME を動作させ、医
療機器に近づけ、不具合事象の発現を検証した。

また、心電図モニターに干渉する携帯電話を使用

し、不具合事象発生時にテレポーズMEを動作さ
せたことによって同事象の喪失状態を確認し、有

効性も検証した。 
３．結果 
①テレポーズによって障害された医用機器も、テ

レポーズMEでは障害されなかった(Table 1)。②
心電図モニター実験で、送信側直近に近づけた携

帯電話によって受信側に混入した雑音(Fig. 1)も、
テレポーズMEによって直ちに抑止され、正常心
電図監視が可能となった(Fig. 2)。 
４．考察と結論 
新たなテレポーズ ME が医用機器に及ぼす影
響は極めて低いと考えられる。ただし、医療機関

には EMCレベルの不明な機器もあるので、導入
には携帯電話や PHS の院内導入と同様に、適切
な事前試験が医療機関ごとに必要となる。院内通

信システムに対し、特定区域の移動体通信抑止が

テレポーズMEで可能になると考える。 
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